
Ⅰ．はじめに

　ヒノキカワモグリガ Epinotia granitalisは重要なスギ・ヒノ

キ穿孔性害虫である（4）。本種の研究に必要な供試虫を効率的・

計画的に生産するには，飼育条件下での生存率や発育期間の把

握・改善が必要である。本種の卵では，孵化率に湿度が関与する

と考えられているが（4），湿度と孵化率との関係は明らかでな

い。また，温度と卵期間との関係に関する報告も少ない（2）。

そこで，孵化に与える湿度の影響と，最適な湿度条件下で温度と

卵期間との関係を調べた。

Ⅱ．材料と方法

　１．供試卵

　熊本県鹿本郡鹿北町，および同県阿蘇郡高森町のスギ林で２００１

年６～７月に灯火採集で捕獲した雌成虫を，１個体ずつ５％砂糖

水を含ませた脱脂綿（０．５×０．５cm）とともにポリ袋（７×

１０cm）に入れ，森林総合研究所九州支所（同県熊本市）の室内

で，ポリ袋内壁に産卵させた。ポリ袋の卵が産下された部分を切

り取って卵を採集し，実験に供試した。

　２．孵化におよぼす湿度の影響

　プラスチック円筒容器（直径６×高さ１２cm）に蒸留水（２５℃

における相対湿度１００％），塩化カリウム（同８５％），塩化ナトリ

ウム（同７５％），および硝酸カルシウム（同５０％）の飽和水溶液，

またはシリカゲル（空気１リットル中に０．５～０．００３mgの水が残

る；以下，シリカゲル区と表記）を入れて，容器内の相対湿度

（以下，湿度と表記）を調節した（3）。容器内に管瓶（直径２．１

×高さ４．５cm）を７個立て，その上に置いたポリフォーム（３．５

×３．５×０．５cm）に採卵したポリ袋片を刺した針（長さ４cm）を

刺した。各容器に鹿北町産成虫の産下卵を２０個ずつ割り振り，

２５℃１６時間明８時間暗条件下（以下，LD１６：８と表記）で孵化を

毎日調べた。

　３．温度と卵期間との関係

　卵期間は湿度８５％条件下で斉一だったので（表－１），上記の

方法により湿度８５％の容器に高森町産成虫の産下卵を５０個ずつ入

れた。それらの容器をそれぞれ１６，１９，２２，２５，および２８℃の

LD１６：８に１個ずつ置いて，孵化を毎日調べた。

Ⅲ．結　果

　表－１に異なる湿度条件下における卵の孵化率と平均卵期間を

示した。湿度５０％における孵化率は湿度７５～１００％における孵化

率より低く，湿度１００％（全体の危険率５％をBonferroni 法によ

り調節したFisher の正確確率検定，p=０．００４２），および８５％（同，

p=０．００４２）の孵化率との間に有意差が見られた。また，シリカ

ゲル区では卵は孵化しなかった。卵の孵化が認められた各湿度条

件の平均卵期間の間に大きな差は見られなかった。また，卵期間

は湿度７５％と８５％では，最も斉一であった。

　表－２に異なる温度条件下における孵化率と平均卵期間を示し

た。孵化率は２５℃でだけ他の温度条件下よりも低く，２５℃の孵化

率は２８℃（全体の危険率５％をBonferroni 法により調節した

Fisher の正確確率検定，p=０．０００３），および１９℃（同，p=０．００１０）

の孵化率との間に有意差が見られた。しかし，温度と孵化率との

間に一定の傾向は見られなかった。平均卵期間は低温条件下ほど

長くなり，温度条件の対比較のすべてにおいて有意差が見られた

（Tukey-Kramer 法，p<０．０５）。

　図－１に温度と発育速度（１／卵期間（日））との関係を示した。

発育速度は１６℃から２５℃までは直線的に増加したが，２５℃から

２８℃にかけての増加は少なかった。そこで，１６～２８℃の５個，お

よびそれから２８℃を除いた４個のデータを用いて，温度と発育速

度の回帰分析をそれぞれ行った。いずれの場合も温度と発育速度

との間には正の相関が見られ，両者の間の関係は次の一次式で回

帰できた。

　２８℃のデータを加えた場合
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　　　y=０．００６３x－０．０４８４，r２=０．９６８２　　（a）

　２８℃のデータを加えない場合

　　　y=０．００７１x－０．０６３８，r２=０．９７０７　　（b）

（a）および（b）式より求めた理論的な発育零点は，それぞれ

７．６８℃，および８．９９℃となった。

　図－２に発育零点７．６８℃，および８．９９℃から計算された１６～

２８℃における有効積算温量を示した。発育零点７．６８℃による有効

積算温量は，１６℃および２８℃で大きく，２２℃で小さかった。一方，

発育零点８．９９℃による有効積算温量は，１６～２５℃では１３６．６～

１４４．１日度とほぼ一定となった。

Ⅳ．考　察

　本研究では，孵化率が湿度５０％で低下した（表－１）。スギカ

ミキリの湿度２９％およびシリカゲル区での孵化率は，それぞれ

９０％および３７％であった（3）。したがって，本種の孵化率向上

のためには，スギカミキリに比べて高湿度条件下で卵を保管する

必要がある。

　温度と孵化率との間に一定の傾向はなかった（表－２）ことか

ら，１６～２８℃の温度条件は孵化率に影響しないと考えられた。孵

化率が２５℃でだけ低かったのは，供試卵の孵化能力に問題があっ

たためであろう。また，温度ごとの卵期間が明らかになったので

（表－２），卵期間を考慮した計画的な飼育が可能となった。

　発育速度の２８℃における低下（図－１）は高温による発育遅延

を示唆する。今回，２８℃のデータを加えた場合と加えなかった場

合の発育零点は，１．３１℃も異なった。発育零点の正確さは，有効

積算温量を利用して検証できる（1）。有効積算温量は温度にか

かわらず一定であると考えられ，発育零点が高すぎると温度の上

昇に伴って有効積算温量も増加し，発育零点が低すぎるそれと逆

の傾向が見られる（1）。有効積算温量は，発育零点に８．９９℃を

用いた場合に１６～２５℃で一定となった（図－２）。このことから，

高森町産の卵では温度と発育速度の回帰直線に（b）式を用い，

卵の発育零点および有効積算温量はそれぞれ８．９９℃および１４０日

度前後であると考えられた。
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表－１．異なる相対湿度条件下（２５℃LD１６：８）におけるヒノキ

カワモグリガの卵の孵化率と平均卵期間

平均卵期間＊２

（日）
孵化率＊１

（％）
供試数相対湿度

（％）

８．９±０．１６１００a２０１００

９．０±０．００１００a２０８５

９．０±０．００　９５ab２０７５

９．１±０．０８　６５b２０５０

－　　　０c２０シリカゲル区＊３

＊１　異なるアルファベットの小文字は，全体の危険率５％を
Bonferroni法により調整したFisherの正確確率検定において有意差が認
められたことを示す。＊２　平均値±標準誤差。
＊３　空気１リットル中に０．５～０．００３mgの水が残る。

表－２．異なる温度条件下（相対湿度８５％，LD１６：８）における

ヒノキカワモグリガの卵の孵化率と平均卵期間

平均卵期間＊２

（日）
孵化率＊１

（％）
供試数

温度
（℃）

８．１±０．０４a９２a５０２８

９．０±０．０８b６２b５０２５

１０．５±０．０８c ８４ab５０２２

１４．０±０．０３d９０a５０１９

２０．４±０．０９e ８２ab５０１６

＊１　異なるアルファベットの小文字は，全体の危険率５％をBonferroni
法により調整したFisherの正確確率検定において有意差が認められたこ
とを示す。＊２　平均値±標準誤差。異なるアルファベットの小文字は
Tukey－ Kramer 法において危険率５％で有意差が認められたことを示
す。

図－１．温度と卵の発育速度（１／卵期間（日））との関係。実線
および点線は，それぞれ１６～２５℃および１６～２８℃のデー
タから求められた回帰直線

図－２．温度と有効積算温量（日度）との関係
　　　　　■　および　●　は，それぞれ発育零点８．９９℃および

７．６８℃を用いて計算された有効積算温量


